
「女性の活躍促進・企業活性化推進営業大作戦」 

  東京労働局長（伊岐 典子）の企業訪問 

   平成 25 年 12月 18日、住友金属鉱山株式会社  

     執行役員（人事部長） 浅井宏行氏をお訪ねしました。 

 

<訪問企業プロフィール> 

住友金属鉱山株式会社 

 代表取締役社長 中里佳明 

 ・東京都港区新橋 5-11-3 

 ・非鉄金属 製造業 

 ・労働者数 3,002 名（うち女性 319 名） 

          ※2013 年 12 月現在 

・2013 年 東京証券取引所テーマ銘柄 

 「なでしこ銘柄」に選定 

                                       

 

 

<訪問のあらまし> 

○女性活躍支援のきっかけ ～「２０２０年のありたい姿」を目指して～ 

当社の歴史は、関ヶ原の戦いよりも前の天正 18 年（1590 年）に、蘇我理右衛門が銅

吹き・銅細工の開業をしたところにまで遡ります。 

銅、鉛、亜鉛、アルミニウムなどの「ベースメタル」、金、銀、プラチナなどの「貴

金属」、ニッケル、コバルトなどの「レアメタル」などは、すべて非鉄金属に含まれる

もので、当社のビジネスは、自動車、機械産業や、通信、エレクトロニクスなど幅広い

分野で産業界を支えています。ただ、消費者が直接身近に感じるものは少なく、ハイブ

リッド車のニッケル水素電池やパソコンの液晶画面などに使われている材料は今の時代

になくてはならないものだとお分かりいただけると思います。 

実は、1991 年から毎年総合職の女性を採用しており、ここ数年は採用数の 3 割近くを

女性とするべく取り組んでいますが、なかなか定着率があがらない状態でした（現在在

籍する総合職女性は 34 名）。資源・製錬中心の会社なので、社員全体に占める女性比率

も 9％であり、いわゆる「男社会」的な雰囲気も少なからずあったと思います。また、

資源製錬といった専門分野について勉強している学生は性別に係わらずそんなに多いわ

けではありません。これからの時代、「世界の非鉄リーダー」を目指し、グローバルな

事業展開を進めていくためには、国際社会に受け入れられるような判断基準を身につけ

た人材の育成や、女性を含め、多様な人材が活躍できる職場づくりが不可欠なのです。 

当社は 2008 年に CSR 活動に本格的に取り組み、一つの到達目標としての「2020 年の

ありたい姿」を決定しました。この中に「人権・人材の尊重」を掲げており、2012 年度

から女性活躍支援に一層力をいれることとしました。  

 
ポジティブ・アクション普及促進の 

ためのシンボルマーク「きらら」 

 執行役員 浅井宏行 氏 

（人事部女性活躍支援ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ吉田成美氏にも

ご出席いただきました。） 



○取組の三本柱「(1)意識改革」、「(2)制度見

直し」、「(3)インフラ整備」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ました。「(2)制度見直し」では、「Shining 社員掲示板」を立ち上げ、両立支援制度の周知

とともに子育てサポートプログラムを導入しました。制度のさらなる充実についても引き続

き検討中です。「(3)インフラ整備」では、現場の視察をもとに 3 か年計画をたて、工場、事

業所の女性用更衣室、トイレ、シャワー室を整備していくこととしています。 

 

○今後の課題について 

 2000 年以降、女性総合職の定着率が徐々に上がり、研究開発やエンジニアリング部門、

経理など様々な分野で女性社員が活躍しています。総合職にも既婚者（8 名）や、育児休業

を取得する者（3 名）が増えてきました。しかし、全体の社員数からみるとまだまだ少数な

ので、身近にロールモデルが少ないことに対する不安があるようです。女性管理職を現在の

3 人（管理職に占める割合 0.6％）から 2020 年には 10 人まで増やしたいと考えています。 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

最後に、東京労働局長より、「ポジティブ・アクション応援サイト」、「女性の活躍推進宣言

コーナー」の登録、ご活用をお願いしました。 

（参考） 

ポ ジ テ ィ ブ ・ ア ク シ ョ ン 応 援 サ イ ト 

http://www.positiveaction.jp/pa/ 

女 性 の 活 躍 推 進 宣 言 コ ー ナ ー   

http://www.positiveaction.jp/declaration/ 

WEB マガジン EVOLUTION &メールマガジン 

きらら通信も配信中。 

 

 

 

                   

ご存知ですか？「きららマーク」。使用に許可等は不要です。 

                  名刺などいろいろなところにご活用ください。 

 

 
ポジティブ・アクション普及促進の 

ためのシンボルマーク「きらら」 

東京労働局長 伊岐典子/ 

雇用均等室長 大西ふみ子 

2012 年 7 月に人事部に「女性活躍支援グ

ループ」を置き、体制整備をしました。 

「(1)意識改革」の取り組みとして、2013

年の社長年頭挨拶で女性活躍支援を取り上

げ、その後も複数回に渡って社長メッセー

ジを発信し続けましたし、経営層向けの研

修を実施するほか、管理監督者向け・女性

社員向けの研修を各 10 回以上開催する等、

とにかく会社の本気を示す取り組みを続け            

                     

http://www.positiveaction.jp/pa/
http://www.positiveaction.jp/declaration/

